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循
環
器
領
域
で
遺
伝
性

疾
患
？
と
思
わ
れ
る
方
も
多

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す

が
、
実
は
遺
伝
性
循
環
器
疾

患
は
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
存
在
し

ま
す
。

遣
伝
と
の
関
わ
り
が
古
く

か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
一
番

メ
ジ
ヤ
ー
な
の
は
「
Ｑ
Ｔ
延

長
症
候
群
」
か
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
Ｔ
延
長
症
候
群
で
は
原
因

遺
伝
子
の
種
類
に
よ
っ
て
、

致
死
性
不
整
脈
が
起
こ
り
や

す
い
環
境
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
、
効
き
や
す
い
抗

不
整
脈
薬
が
決
ま
っ
て
く
る

こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
２

０
０
８
年
か
ら
遣
伝
学
的
検

査
が
保
険
適
用
と
な
っ
て
い

ま
す
。
、

さ
ら
に
配
年
度
の
時
点

で
、
遣
伝
学
的
検
査
が
保
険
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適
用
と
な
っ
て
い
る
純
粋
な
と
は
な
っ
た
も
の
の
、
躯
年
い
ず
れ
か
の
病
的
バ
リ
ア
ン

鈴
循
環
器
疾
患
と
し
て
は
、
「
肥
哩
月
時
点
で
は
、
遣
伝
学
的
卜
が
同
定
さ
れ
ま
す
。
軽
い

大
型
心
筋
症
」
と
「
遣
伝
性
検
査
を
オ
ー
ダ
ー
で
き
る
の
鼻
出
血
の
み
で
、
そ
れ
ほ
ど

出血性末梢血管拡張症」はへ遺伝に関する専門科困っていないという方も酢．一》ゞ辮痔＃
一識“

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
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流
出
路
狭
窄
に
よ
っ
て
、
や
る
こ
と
が
可
能
で
す
の
で
、
り
、
多
発
す
る
肺
動
静
脈
石
；
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‐
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潅
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畦
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嬢
岬
灘
瀦
灘
灘
瀞
、

性
突
然
死
の
原
因
の
多
く
を
拡
張
症
（
以
下
、
オ
ス
ラ
ー
ど
、
重
篤
と
な
る
ケ
ー
ス
も

昧
一
１

－

占
め
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
病
）
は
、
鼻
出
血
、
舌
や
口
散
見
さ
れ
ま
す
。

フ
ア
ブ
リ
ー
病
や
糖
原
病
な
腔
粘
膜
・
指
・
鼻
な
ど
の
末

北
大
病
院
で
は
、
四
年
よ

一
汁
γ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

ど
の
代
謝
性
疾
患
な
ど
が
梢
血
管
拡
張
、
内
臓
病
変
（
胃
り
「
オ
ス
ラ
ー
病
外
来
」
を
て
い
ま
す
。
呼
吸
器
内
科
オ
｜

潜
ん
で
い
て
、
遺
伝
学
的
検
腸
の
末
梢
血
管
拡
張
、
肺
。
立
ち
上
げ
て
お
り
、
オ
ス
ラ
ス
ラ
ー
病
外
来
が
窓
口
と
な
…

査
が
そ
の
鑑
別
に
役
立
つ
場
肝
・
脳
・
脊
籠
動
静
脈
奇
形
－
病
も
し
く
は
そ
の
疑
い
の
っ
て
問
診
、
診
察
、
各
種
検
�

合
が
あ
り
ま
す
。
保
険
適
用
な
ど
の
多
彩
な
症
状
と
、
遣
方
が
多
く
ご
相
談
に
い
ら
し
査
を
行
い
、
そ
の
後
症
状
や
一
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》一

遺伝カウ
ン
セ
リ
ン

、

一

グ
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
筆
者
が

小
児
循
環
器
医
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
あ
わ
せ
て
、
オ
ス

ラ
ー
病
の
小
児
患
者
や
、
オ
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検
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結
果

一
も
踏
ま
え

一
て
、
専
門

一
各
科
と
連

一
携
し
て
、

一
対
応
し
て

検
査
結
果
ス
ラ
ー
病
の
方
の
お
子
さ
ん
群
で
は
、
そ
の
他
の
群
と
比

も
踏
ま
え
に
関
す
る
ご
相
談
に
も
の
つ
較
し
て
予
後
不
良
な
傾
向
が

て
、
専
門
て
い
ま
す
（
図
）
。
オ
ス
ラ
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

各
科
と
連
�
－
病
は
確
定
診
断
が
難
し
い
す
。
大
動
脈
弁
上
狭
窄
症
を

携
し
て
、
場
合
が
あ
り
、
悩
ま
れ
て
い
き
た
す
疾
患
と
し
て
は
、
ウ

対
応
し
て
る
主
治
医
の
先
生
も
い
ら
つ
イ
リ
ア
ム
ズ
症
候
群
が
有
名

い
ま
す
。
し
や
る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
な
の
で
す
が
、
こ
の
症
候
群

当
臨
床
遣
ち
ら
に
つ
い
て
も
、
お
気
軽
で
欠
失
す
る
７
ｑ
１
１
．
２

伝
子
診
療
に
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
領
域
に
存
在
す
る
Ｅ
Ｌ
Ｎ
遣

部
か
ら
も
思
い
ま
す
。

伝
子
が
単
独
で
欠
損
し
て
い

筆
者
が
参

そ
の
他
、
本
邦
で
は
ま
だ
て
、
大
動
脈
弁
上
狭
窄
症

画
し
、
遣
保
険
適
用
外
で
は
あ
り
ま
す
を
き
た
す
家
系
が
存
在
し
ま

伝
学
的
検
が
、
診
療
と
し
て
の
遣
伝
学
す
。
ど
ち
ら
も
突
然
死
を
き

査
に
関
す
的
検
査
体
制
が
整
え
ら
れ
て
た
し
う
る
病
態
で
あ
り
、
そ

る
助
言
や
い
る
純
粋
な
遣
伝
性
循
環
器
の
遣
伝
学
的
検
査
結
果
は
、

遺
伝
カ
ウ
疾
患
と
し
て
は
置
伝
性
肺
患
者
本
人
お
よ
び
家
族
の
健

ン
セ
リ
ン
高
血
圧
症
」
「
家
族
性
大
動
康
管
理
に
非
常
に
役
立
つ
こ

グ
を
行
っ
脈
弁
上
狭
窄
産
が
挙
げ
ら
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

一
、
筆
者
が
れ
ま
す
。
遺
伝
性
肺
高
血
圧
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
伝
学
的
検
査

一
も
あ
る
こ
症
に
つ
い
て
は
原
因
と
し
て
が
、
今
後
保
険
収
載
さ
れ

－
て
、
オ
ス
最
多
の
Ｂ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
２
遣
伝
子
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

者
や
、
オ
に
病
的
バ
リ
ア
ン
ト
が
あ
る
す
。
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